
 

 

特定労務管理対象機関の指定について 

 

１ 概要 

  令和６年度（2024年４月）以降、医療機関に勤務する医師の時間外労働が上限

水準（年間の時間外・休日労働時間が 960 時間）を超える医師がいる場合は、医

療機関勤務環境評価センターの評価を受け、県から特定労務管理対象機関の指定

を受けることが必要。 

２ 医療審議会の役割 

 《新医療法第 113条第５項》 

  県は特定労務管理対象機関の指定をするに当たっては、医療審議会の意見を聴

かなければならない。 
 
 
 
   

 

   

 

  

   

 

 

 

 

 

３ 申請内容の確認 

  今回、徳山中央病院から特定地域医療提供機関（Ｂ水準）、山口大学医学部附属

病院から連携型特定地域医療提供機関（連携Ｂ水準）に係る指定の申請がなされ

た。 

  医療機関勤務環境評価センターによる評価結果通知書等を踏まえ、申請内容に

対応した審査項目に沿って指定要件を満たしていることを確認したところであり、

特定労務管理対象機関として指定することとしたい。 

 

４ 今後の予定 

   Ｒ６．３    特定労務管理対象機関の指定 

 

地域の医療提供体制の確保の 

観点等を踏まえ、 
 
①地域の医療提供体制の構築 

方針と整合的であること  
②地域の医療提供体制全体と 

しても医師の長時間労働を 

前提とせざるを得ないこと 

を意見聴取 

医師確保の観点等を踏まえ、 
 
①地域の医療提供体制の構築 

方針と整合的であること 
 
②地域の医療提供体制全体と 

しても医師の長時間労働を 

前提とせざるを得ないこと 

を議論 
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